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環境会計ガイドライン 2005年版 目次構成案 

2002年版（現行） 目次 頁 2005年版 目次構成案 論点 

環境会計 GLの改訂に当って (1) 環境会計 GLの改訂に当って ■論点１ 内部集計のための精緻化と外部公

表のための集約について 
（ガイドライン） 
はじめに 

1 （ガイドライン） 
はじめに 

 

１．環境会計とは 3 １．環境会計とは ■論点２ 環境会計の利用目的の明確化 
■論点３ 対象とするステークホルダーの明

確化 

1.1 環境会計の定義 3 1.1 環境会計の定義  

1.2 環境会計の機能と役割 3 1.2 環境会計の機能と役割  

1.3 環境会計の一般的要件 4 1.3 環境会計の一般的要件  

1.4 環境会計の構成要素 
（１）環境保全コスト 
（２）環境保全効果 
（３）環境保全対策に伴う経済効果 

6 1.4 環境会計の構成要素 
（１）環境保全コスト 
（２）環境保全効果 
（３）環境保全対策に伴う経済効果 

 

２．環境会計の基本事項 8 ２．環境会計の基本事項  

2.1 環境会計において基本となる重要な
事項 

8 2.1 環境会計において基本となる重要
な事項 

 

2.2 対象期間と集計範囲 8 2.2 対象期間と集計範囲  

（１）対象期間 
（２）集計範囲 

 （１）対象期間 
（２）集計範囲 

 

資料２－１ 
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2002年版（現行） 目次 頁 2005年版 目次構成案 論点 

３．コストと効果の算定 10  ・「コストと効果の算定」を削除し、それぞれ

独立した章立てとする。 
3.1 環境保全コスト 10 ３．環境保全コスト  

3.1.1 環境保全コストの内容 
（１）投資額及び費用額 
（２）目的基準 

 3.1 環境保全コストの範囲 
（１）目的基準 
（２）投資額及び費用額 

・順序を変更する。 

3.1.2 環境保全コストの分類 
 
（１）事業エリア内コスト 
（１）－１ 公害防止コスト 
（２）－２ 地球環境保全コスト 
（３）―３ 資源循環コスト 
（２）上・下流コスト 
（３）管理活動コスト 
（４）研究開発コスト 
（５）社会活動コスト 
（６）環境損傷対応コスト 
（７）その他コスト 

 3.2 環境保全コストの分類 
3.2.1 事業活動に応じた分類 
（１）事業エリア内コスト 
（１）－１ 公害防止コスト 
（２）－２ 地球環境保全コスト 
（３）―３ 資源循環コスト 
（２）上・下流コスト 
（３）管理活動コスト 
（４）研究開発コスト 
（５）社会活動コスト 
（６）環境損傷対応コスト 
（７）その他コスト 

 

3.3.2 コストの性格に応じた分類 
（１）戦略的コスト 
（２）維持的コスト 

■論点４ コストの新分類について 
（1）戦略的コストと維持的コストの導入 

  

3.3.3 環境保全対策等に応じた分類 
①環境保全対策に応じた分類（地球温

暖化対策、オゾン層保護対策、その

他の大気環境保全等） 
②環境マネジメントに応じた分類 

■論点４ コストの新分類について 
（2）環境保全対策分野等のコスト区分 



 3

2002年版（現行） 目次 頁 2005年版 目次構成案 論点 
   ■論点４ コストの新分類について 

(3) 製品外アウトプットの原材料等のコス
トの集計 

3.1.3 環境保全コストの集計方法 
（１）直接識別できる場合 
（２）複合コストの場合 

 3.4 環境保全コストの集計方法 
（１）直接識別できる場合 
（２）複合コストの場合 

 
■論点５ 環境保全コストの識別の困難性へ

の対応 

3.2 環境保全効果 
3.2.1 環境保全効果の分類 
3.2.2 環境保全効果の表現方法 
3.2.3 環境保全効果の算定方法 

16 ４．環境保全効果 

4.1 環境保全効果の分類 
4.2 環境保全効果の算定方法 
4.3 維持的コストに係る環境保全効果

の表現方法 

■論点６ コスト対効果について 
（1）コスト対効果の相互関連性を高めた把握 
■論点７ 環境保全効果の表現方法の見直し 

3.3 環境保全対策に伴う経済効果 22 ５．環境保全対策に伴う経済効果  

3.3.1 環境保全対策に伴う経済効果の分
類 

（１）実質的効果 
（２）推定的効果 

 5.1 環境保全対策に伴う経済効果の分
類 

（１）実質的効果 
（２）推定的効果 

 

3.3.2 環境保全対策に伴う経済効果の算
定方法 

 5.2 環境保全対策に伴う経済効果の算
定方法 

 

  ６．連結環境会計の取扱い 

（１）連結の範囲 
（２）連結環境会計の集計 

■論点８ 連結環境会計について 
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2002年版（現行） 目次 頁 2005年版 目次構成案 論点 

４．環境会計情報の開示 24 ７．環境会計情報の開示  
4.1 環境会計の開示における記載事項 
（１）環境会計において基本となる重要な

事項 
（２）環境会計の集計結果 
（３）環境会計の集計結果に対する説明 
（４）環境報告書の他の項目との関連等 

24 環境会計の開示における記載事項 
（１）環境会計において基本となる重要

な事項 
（２）環境会計の集計結果 
（３）環境会計の集計結果に対する説明

（４）環境報告書の他の項目との関連等

・各項に示された開示に関する事項を追加す

る。 

  ８．内部管理のための活用方法 

・概念 
・管理上の話題 
・集計上の話題 等 

■論点９ 内部活用について 

  ９．環境会計の数値を用いた分析のため

の指標 

（１）分析のための指標の意義と役割 
（２）分析のための指標の考え方と内容

■論点１０ 環境効率性指標について 

4.2 環境会計公表用フォーマット 
（１）環境保全コスト主体型：公表用 A 
（２）環境保全効果対比型：公表用 B 
（３）総合的効果対比型：公表用 C 

27 環境会計集計表フォーマット集 

（１）公表用フォーマット 
・総合的効果対比型 

・追加する。 
（総合的効果対比型（公表用 C）をベースに
作成） 
■論点 1 内部集計のための精緻化と外部公

表のための集約についてにそって

検討する（他、関連箇所多数）。 
内部集計用フォーマット  （２）内部集計用フォーマット  
  （３）各種の付表 

・環境領域別環境保全コスト整理表 
・経年投資額等整理表 
・連結環境会計集計表 
・全社環境会計集計表 
・サイト別環境会計集計表 
・・・・・・ 

■論点１１ 設備投資情報の追加 




